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†　現在，三菱電機株式会社 インフォメーシ
ョンシステム事業推進本部

＊1 Java�：米国Sun Microsystems, Inc.の登
録商標．

＊2 DoJa：iアプリが利用する機能群をJava
プログラムの部品群としてまとめたも
の．

＊3 プロファイル：API（＊8参照）やクラス
ライブラリ群のこと．

＊4 基底クラス：クラス定義を継承する際
に，その基になるクラス．クラスとは，

オブジェクト指向プログラミングにおけ
る，データやメソッドをまとめた1つの
型．

＊5 i ウィジェット：「iウィジェット＼ア
イウィジェット」は㈱NTTドコモの登録
商標．

1. まえがき
iアプリは，2001年に発売された

mova 503iシリーズにおいて，DoJa

（DoCoMo Java）＊2と呼ばれるプロ

ファイル＊3を搭載し，サービスが開

始された．その後も，DoJaプロファ

イルを進化させ，ゲーム，おサイフ

ケータイ，法人ソリューションな

ど，さまざまな機能やサービスを

iアプリ上で実現してきた．

しかしながら，移動端末の性能向

上やサービスの多様化により，DoJa

に対する要望も高機能化／多様化

し，DoJaの基本設計を根幹から見

直すような機能要望や，機能構成の

再整理が必要となった．

そこで，アプリケーションプラッ

トフォームとしての基盤をさらに強

化すべく，既存コンテンツとの互換

性を考慮のうえ，新たに「Star」プ

ラットフォームを開発した．具体的

には，アプリケーションのライフサ

イクルとプログラミングモデルの見

直しを行い，iアプリの基底クラス＊4

を新規に開発した．また，これまで

の i アプリの機能に加え，Wid -

getView（iウィジェット＊5），Java-

Flash�＊6連携，ライブラリ追加機

能，マイメニュー登録機能，iアプリ

オンライン機能，iアプリコール機

能を開発した．

本稿では，これらの主要な機能

について解説する．なお，iアプリ

オンライン，iアプリコールについ

ては，［1］を参照されたい．

2．Starプラットフォ
ームの概要

2.1 システム構成
Starプラットフォームのモジュー

ル構成を図1に示す．

Starプラットフォームは，フルア

プリ実行環境，ミニアプリ実行環境

そして両実行環境で動作するiアプリ

の起動制御などを行うJAM（Java

Application Manager）から構成され

る．2種類の実行環境上では，それ

ぞれ異なる種類のアプリケーション

が動作する．

2.2 実行環境の特長
フルアプリ実行環境は，従来

iアプリが提供してきたサービスを

継承し，かつ今後の機能拡張に長期

間耐え得る実行環境として設計され

た．Javaの標準クラスライブラリで

ある CLDC（Connected Limited

Device Configuration）＊7や，DoJaの

機能を包含しつつ新規のサービスを

実現するためのStarプロファイルか

ら構成される．Starプロファイルは

DoJaプロファイルのサービスを継

承すべく設計したが，API（Applica-

tion Program Interface）＊8のリファ

クタリング＊9を施しており，バイナ

リ＊10でのDoJaとのAPI互換性はな
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い．

一方，ミニアプリ実行環境は，複

数アプリケーションの同時実行を実

現するための実行環境であり，Wid-

getViewと呼ばれる．フルアプリ実

行環境との違いは，利用できる機能

が限定されている点，VM（Virtual

Machine）＊11が複数アプリケーショ

ンを同時に処理することに対応して

いる点である．

2つの実行環境は独立したシステ

ムとして構成し，アプリケーション

のメソッド＊12呼出しによって2つの

実行環境を切り替えることを可能と

した．これにより，2つの実行環境

のそれぞれの特長を活かしたアプリ

ケーションの作成と連携動作の実現

を図った．

2.3 アプリケーションラ
イフサイクルモデル
の見直し

Starプロファイルの共通アプリケ

ーション基底クラスである「StarAp-

plicationクラス」の実行状態遷移図

と DoJa プロファイルにおけるアプ

リケーション基底クラス「IApplica-

tionクラス」の実行状態遷移図を図

2に，StarApplicationの各状態の説明

を表1に示す．図2の矢印に付記さ

れたメソッド名のうち，/で始まる

ものは，その状態遷移によってコー

ルバックメソッドの呼出しが生じる

ことを表し，/で始まらないメソッ

ドはそのメソッドをiアプリから呼

び出すことで状態遷移が発生するこ

とを表す．

IApplication クラスと比較した場合

のStarApplicationの特長を3点挙げ

る．

第1点は，アプリケーション実行

時の副状態として「Semi-Active」や

「Full -Active」を用意した点である．

StarApplicationクラスでは複数アプ

リの並列実行処理に耐える必要があ

るため，資源を協調的に利用する

「Semi-Active」状態と，資源を優先

確保可能な「Full-Active」状態の2段
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＊6 Flash�：Adobe社が開発した，音声やベ
クターグラフィックスのアニメーション
を組み合わせて作成されたコンテンツ．
Flash�は，Adobe Systems Inc.の米国お
よびその他の国における商標または登録
商標．

＊7 CLDC：移動端末やPDAなどの小型端末
を対象として定義されたJavaのコンフィ
グレーション．

＊8 API：あるプラットフォーム（OSやミド
ルウェア）向けのソフトウェアを開発す
る際に使用できる命令や関数を利用する
ためのプログラム上の手続きを定めた規
約の集合．

＊9 リファクタリング：冗長性の改善などを
目的として，プログラムの振舞いを変え
ることなくソースコードを変更するこ
と．

＊10 バイナリ：実行可能形式のコンピュータ
プログラムのこと．

＊11 VM：Javaプログラムを，異なるプラッ
トフォーム間でも実行可能とするための
ソフトウェア．

＊12 メソッド：オブジェクト指向プログラミ
ングにおいて，オブジェクトがもってい
るデータに対する操作．
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図1 Starプラットフォームモジュール構成



階を用意し，アプリケーションが自

身の実行状態を取得可能とした．

第2点は，プログラム開始直後の

状態として「Started」状態を用意し

た点である．これにより，プログラ

ムの実行時に1度だけ行えばよい初

期化処理を分離したプログラミング

が可能となった．

第3点はアプリケーションが自ら

「Suspended」状態への遷移要求を発

行可能とした点である．ユーザ入力

待機状態などで積極的に「Suspend-

ed」状態に遷移することで，アプリ

ケーション開発者が省電力を意識し

たプログラミングを可能とした．

3．WidgetView機能
a機能概要

複数のミニアプリを同時に実行可
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Terminated状態 

Active状態 

Paused状態 

/start（） 

/resume（） 

terminate（） 

音声着信など 

Terminated状態 

Started状態 

Active状態 

Full―Active 
副状態 

Semi―Active 
副状態 

Suspended状態 

terminate（） 

/started（） 

/activated（） 

/activated（） suspend（） 

/stateChanged（） 

音声着信など 

（a）IApplicationクラス （b）StarApplicationクラス 

iアプリの実行状態 

状態遷移 

図2 各アプリケーション基底クラスの状態遷移

Started状態 

Suspended状態 

Terminated状態 

Active状態 Full-Active

Semi-Active

・起動直後の状態 
・本状態遷移時にStarApplication.started () がコールバックされる 
・完了後，自動的にActive状態に遷移する 

・実行中状態 
・本状態遷移時にStarApplication.activated()がコールバックされる 

・Active状態の副状態 
・移動端末資源を優先的に利用可能な状態 

・Active状態の副状態 
・多重実行などの要因で資源を占有できない状態 

・休止状態 
・電話の着信やアプリケーションの休止メソッドにより遷移する 

・終了状態 

表1 StarApplication 状態遷移図における各状態の説明



能とするためにWidgetViewと呼ば

れるミニアプリ実行環境を開発し

た．このミニアプリは，フルアプリ

のサブセットとなっており，プログ

ラムサイズ，利用可能なメモリサイ

ズ，利用可能な機能が，フルアプリ

に比べて限定されている（表2）．

WidgetViewは待受画面から専用キ

ーを押下することで実行される．こ

のため，ユーザは，起動したいミニ

アプリを1つひとつ起動するのでは

なく，複数のミニアプリ（例えば，

ニュースアプリ，天気予報アプリ，

株価アプリ，地図アプリなどの生活

系ミニアプリ）をワンプッシュで起

動できる．また，ミニアプリはWid-

getView上でそれぞれ描画領域をも

つため，ユーザは複数のミニアプリ

が提供する情報を同時に得ることが

できる．

sシステム構成

WidgetViewのシステム構成を図3

に示す．WidgetViewは，複数のミニ

アプリを同時に処理するための

MiniVM，背景画像やミニアプリが

描画したフレームなどの各素材に対
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特長 対応機能 

ミニアプリ 

フルアプリ 

・モバイルFeliCa®※対応機能 
・位置情報取得機能（GPS機能） 
・HTTP(S)通信機能 
・Push起動機能 
・TCP/UDP通信機能 
・マイメニュー登録／削除機能 
・ライブラリダウンロード機能 
・Java-Flash連携機能 
・ミニアプリへの連携起動　　　など 

・モバイルFeliCa 対応機能 
・位置情報取得機能（GPS機能） 
・HTTP(S)通信機能 
・フルアプリへの連携起動　　　など 

・アプリサイズとデータストレージサ 
　イズが合計最大2MB 
・同時に実行可能なアプリは1つ 
・すべてのStar APIを利用可能 

・アプリサイズは最大50kB，データス 
　トレージサイズは最大200kB 
・1画面上に最大8個のアプリが同時に 
　実行可能 
・Star APIを部分的に利用可能 
・ミニアプリ実行時に使用可能なメモ 
　リサイズは，フルアプリ実行時に使 
　用可能なメモリサイズの約1/10

※FeliCa®：ソニー�の登録商標． 

表2 フルアプリとミニアプリの違い

WidgetView Script

UI Engine

UI Engine 
ポーティング層 

WidgetView Controller

WidgetView 
Specific Implementation

Mini VM

JAM

ミニ 
アプリ 

ミニ 
アプリ 

ミニ 
アプリ … 

LCD上のオフ 
スクリーンバッファ 

MiniVMが描画した 
オフスクリーンバッファ 
（バックバッファ） 

MiniVMが描画した 
オフスクリーンバッファ 
（フロントバッファ） 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑧ 

⑥ ⑦ ⑨ 

LCD : Liquid Crystal Display

図3 WidgetViewのシステム構成



して，エフェクトなどをかけて1つ

の画面を作成するためのUI（User

Interface） Engine，MiniVMとUI

EngineをつなぐためのWidgetView

Controllerの3つから構成される．各

ミニアプリは，オフスクリーンバッ

ファ＊13に描画を行い（図3①～③），

フロントバッファ＊14へフリップを

行う（図3④）．UI Engineは，ミニ

アプリのオフスクリーンバッファを

取得して（図3⑤～⑧），背景画像な

どと組み合わせて1つの画面を構成

して表示する（図3⑨）．

dWidgetViewの表示状態

WidgetViewには3つの表示状態が

ある（図4）．

一覧表示状態では，複数のミニア

プリが同時に実行されて1つの画面

に縮小されて表示される．ただし，

この状態において，ユーザはミニア

プリを操作することはできない．

待受画面から専用キーを押下した

際，WidgetViewはこの状態で表示

される．

個別表示状態では，1つのミニア

プリのみが実行され（他の実行中の

ミニアプリはサスペンドする），そ

のミニアプリのみが画面に表示され

ている．この状態において，ユーザ

はミニアプリを操作することが可能

である．

ランチャー＊15表示状態では，ミニ

アプリのアイコン一覧を表示し，ア

イコンを選択することによって，ミ

ニアプリを起動することが可能であ

る．この状態においては，起動中の

ミニアプリはすべてサスペンドして

いる．

fミニアプリについて

ミニアプリでは表示状態によって

利用できる機能が限定される．具体

的には，WidgetViewの一覧表示状

態においては，個別表示状態よりも

使用可能な機能が限定されている．

例えば，ブラウザ連携起動や音声発

信機能などは，個別表示状態でのみ

使用可能な機能である．

4．Java-Flash連携機
能

a機能概要

iアプリからFlashファイル＊16を利

用できる仕組みを開発した．具体的

には，iアプリ上にてFlashファイル

を再生することができ，また，Flash

ファイルからのコマンドをiアプリ

が処理できる仕組みを開発した．こ
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＊13 オフスクリーンバッファ：ディスプレイ
表示に使われていないメモリ領域で，複
数の機器やソフトウェアの間でデータを
やり取りするときに，処理速度や転送速
度の差を補うためにデータを一時的に保
存しておく記憶装置や記憶領域．

＊14 フロントバッファ：ディスプレイに表示
するためのデータを保持しているメモリ
領域のことで，プログラムによって書き

込むためのバックバッファへの書込みが
完了すると，フロントバッファとバック
バッファを切り替え，書き込んだデータ
を表示する．

＊15 ランチャー：あらかじめ登録しておいた
ファイルやプログラムを一覧表示し，簡
単に起動できるようにすること．

＊16 Flashファイル：Macromedia社（現
Adobe社）が開発した，音声やベクター
グラフィックスのアニメーションを組み
合わせて作成されたコンテンツ（ファイ
ルの拡張子は.swf）．
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一覧表示状態 個別表示状態 ランチャー表示状態 

ミニアプリ 
のアイコン 

１つのミニアプリ 

待受画面 

キー押下による 
ユーザ操作 

決定キー押下などの 
ユーザ操作 

アイコン選択による 
ミニアプリ起動 

ファンクションキー押下などのユーザ操作 

検索 

残金 120円 
乗車駅 新宿 
乗り越し 80円 

アプリA アプリB

アプリA アプリアプリBアプリB

マップ マーケット情報 

アプリ１ アプリ２ 

図4 WidgetViewの表示状態



れにより，例えば，Flashゲームの

ホストアプリとしてiアプリを利用

したり，iアプリのユーザインタフ

ェースとしてFlashファイルを利用

することが可能となった．

なお，本モデルは，インライン再

生＊17には対応しておらず，Flashフ

ァイルはiアプリの描画領域全体で

再生される．

sシステム構成

システム構成を図5に示す．Flash

ファイルを実行するためのFlashプ

レイヤと，iアプリを実行するため

のJava VMから構成される．Java

VMはFlashプレイヤのホストアプ

リケーション＊18としても動作する．

dFlashファイル利用方法

iアプリからFlashファイルを利用

する際のAPIを新設した．このAPI

を通じて，Flashプレイヤを制御し

たり，Flashプレイヤからのコマンド

をiアプリが受け取り，処理を行う．

iアプリとFlashプレイヤ間のシー

ケンスを図6に示す．iアプリからの

メソッド呼出しによりFlashプレイ

ヤの生成を行い（図6①），生成した

FlashプレイヤにFlashファイルを設

定し（図6②），メソッド呼出しによ

り再生を開始する（図6③）．Flash

ファイルからは，ActionScriptを利用

してiアプリに処理要求を送信する

ことができる（図6④）．iアプリは

Flashファイルからの要求をイベン

ト通知として受け取り（図6⑤），

iアプリで処理を行い，Flashファ

イルに処理結果を返す（図6⑥）．

iアプリは，メソッド呼出しにより，

Flashファイルの再生を停止させる

ことができる（図6⑦）．

また，ユーザ操作に応じてFlash
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＊17 インライン再生：再生方法の1つで，他
のアプリケーションの描画領域内
（HTML内など）の一部にはめ込んで再
生をする方法．

＊18 ホストアプリケーション：他のアプリケ
ーションに対して，サービスや処理を提
供するアプリケーション．
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iアプリ 

Java VM

Flashプレイヤ 

Flashファイル 

ミドル層 

OS

図5 システム構成

i アプリ Java VM Flashプレイヤ Flashファイル 

①Flashプレイヤ生成 
FlashPlayerPane（） 

②Flashファイルの設定 
FlashPlayerPane#set（byte［］］     data） 

③Flashファイルの再生 
FlashPlayerPane#play（） 

④Flashファイルからの 
データ取得要求 

⑤ iアプリにイベント通知 
LocalMethodCalledEventi アプリが要求されたデ 

ータの取得処理を実行 

⑥Flashファイルにデータ送信 
LocalMethodCalledEvent#sendDataq（byte［］     data） 

⑦Flashファイルの再生停止 
FlashPlayerPane#stop（） 
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図6 iアプリからの利用方法



ファイルを再生するインタラクティ

ブ再生に対応しており，キーイベン

トはFlashファイルに通知される．

ただし，ファンクションキーのイベ

ントに関しては，iアプリに通知さ

れ，ユーザ操作によってiアプリが

Flashファイルの再生状態などを制

御できる．

5．ライブラリ追加機能
a機能概要

ライブラリ形式のネイティブ機能

とそのJava APIを，移動端末にダウ

ンロードし，実行する仕組みを開発

した．ライブラリ追加機能は大きく

分けて，iアプリから参照するクラ

スファイルとネイティブ機能＊19を，

iアプリとは別のファイル（ライブ

ラリ）として移動端末にダウンロー

ドする仕組みと，iアプリからライ

ブラリをロードして実行する実行環

境で構成される．

ライブラリには，Java言語で記述

されるもの（Javaライブラリ）と，

C/C++などのJava以外の言語で記述

されるもの（ネイティブライブラ

リ）がある．ライブラリの利用形態

としては，Javaライブラリのみを

利用する場合と，Javaライブラリ

からネイティブライブラリを利用

する場合の2種がある．なお，ネイ

ティブライブラリを利用するケー

スはiアプリDXからのみである．

Javaライブラリを利用することに

より，表示と処理の実装をiアプリ

とライブラリに分離して開発するこ

とが可能となる．ネイティブライブ

ラリを利用することにより，次のこ

とが可能となる．

・標準搭載のJavaクラスライブラ

リから利用できないネイティブ

機能の追加（例えば，コード認

識機能の新しいコード種別を認

識エンジンと一緒に追加する）

・パフォーマンスが重視されるコ

ードをネイティブ言語で実装

・既存のネイティブ言語で記述さ

れたライブラリをiアプリ向け

へ再利用

sシステム構成

システム構成を図7に示す．iアプリ

とライブラリをダウンロードするた

めのJAM，iアプリやJavaライブラ

リを実行するためのJava VM，Java

ライブラリからネイティブライブラ

リをロードして実行するためのネイ

ティブライブラリフレームワークか

ら構成される．

dダウンロード方法

従来のiアプリのダウンロードの

仕組みを踏襲し，iアプリと対にな

るライブラリを順にダウンロードす

る．具体的には，JAMは取得した

iアプリのADF（Application Descrip-

tion File）＊20/SDF（Security Descrip-

tion File）＊21の記載に従いライブラリ

のADF/SDFを取得し，次にライブ

ラリのADF/SDFの記載に従いライ

ブラリを取得し，最後にiアプリを

取得する．

fライブラリ利用方法

iアプリはCLDCの標準APIを通じ

て任意のタイミングでJavaライブラ

リをロードして，利用することがで

きる．Javaライブラリは新規に用意

したネイティブライブラリをロード

するためのAPIを通じて，ネイティ

ブライブラリをロードすることがで

きる．Javaライブラリに含まれるク

ラスで定義されたネイティブメソッ

ドを呼び出すと，ネイティブライブ

ラリフレームワークを介して，その

ネイティブメソッドに対応するネイ

ティブ関数を実行できる（図8）．ネ

イティブライブラリフレームワーク

には，ネイティブライブラリが利用

するヒープメモリの確保・解放機
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＊19 ネイティブ機能：移動端末に搭載されて
いる，iアプリ以外の機能の総称．

＊20 ADF：Starアプリ，DoJaアプリの定義，
情報を記載するファイル．

＊21 SDF：トラステッドアプリで利用され
る，セキュリティ関連の定義，情報を記
載するファイル．トラステッドアプリと
は，特定機能の使用を許可されたアプリ
のこと．
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能，iアプリがサスペンドや終了す

るときに，ネイティブライブラリの

中断処理を行うコールバック関数を

呼び出す機能，ネイティブライブラ

リのデバッグのためのログ取得機能

など，ネイティブライブラリの実行

に必要な機能を実装した．ネイティ

ブライブラリからこれらの機能を利

用することにより，着信など移動端

末特有の中断契機でネイティブライ

ブラリの処理を終了し，速やかに通

話に移行することが可能となる．

6．マイメニュー登録
機能

a機能概要

iアプリからマイメニュー登録が

できるようにCiRCUS（treasure Cas-

ket of i -mode service, high Reliability

platform for CUStomer）＊22とのイン

タフェースを規定し，マイメニュー

登録に必要なパラメータをiアプリ

から送信できる機能を開発した．従

来は，i-modeブラウザからのみマイ

メニュー登録が可能であったため，

iアプリからブラウザを連携起動し

てマイメニュー登録する必要があっ

た．本機能を導入することにより，

iアプリに閉じたマイメニュー登録

が可能となるため，例えば，お試し

のiアプリゲームから直接マイメニ

ュー登録が可能となり，コンテンツ

購入の促進が期待できる．

sシステム構成

マイメニュー登録機能は，iアプリ

から渡されるパラメータを移動端末

システムに受け渡すJava VMや，そ

のパラメータと移動端末システムか

ら入力されるパスワードなどのパラ

メータとを連結してCiRCUSに送信

し，CiRCUSからの応答を処理した

り，表示する移動端末システムのモ

ジュールで構成される．

dマイメニュー登録利用方法

iアプリからマイメニュー登録を

行うAPIを新規に用意した．処理シ

ーケンスの概略を図9に示す．セキ

ュリティの観点から，ユーザが入力

したパスワードやCiRCUSからの応

答を直接iアプリで扱えないように

するため，一部機能を移動端末シス

テムのモジュールに切り出した．

本APIを通して iアプリから登

録／削除パラメータ，単数登録／複

数登録を選択し，実行するとJava

VMが適切な形式に整形して，移動

端末システムのモジュールに受け渡

す．このとき，Java VMはサスペン

ドする．移動端末システムのモジュ

ールは受け渡されたパラメータを

CiRCUSに送信し，CiRCUSからの応

答に応じてユーザにパスワードの入

力を促したり，確認画面の表示を行

う．ユーザの行為に従い，移動端末

システムのモジュールは，APIで渡
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＊22 CiRCUS：ドコモのコアネットワークと
インターネットを中継する役割をもち，
i-modeメール，i-modeメニュー，一般の
インターネットへのアクセスなどを提供
している装置．
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図8 ネイティブライブラリの呼出しシーケンス



されたパラメータと，ユーザ入力パ

スワードおよびCiRCUSからの応答

に付与されたパラメータとを連結し

て，再度CiRCUSに送信する．その

後，CiRCUSからの登録／削除処理

結果の応答を処理し，成功／失敗を

レジュームした Java VMを介し

て iアプリに通知する．

本機能は，ユーザに有料サイト

の登録料金が発生する場合があ

るため，ユーザ保護の観点から，

iアプリDXにのみ利用可能とし，一

般アプリからの利用は禁止した．

7. あとがき
本稿では，新たに開発したStarプ

ラットフォームの概要および新規機

能であるWidgetView，Java-Flash連

携，ライブラリ追加，マイメニュー

登録の各機能について解説した．

今後も，Starプラットフォームは

アプリケーションプラットフォーム

としての役割を担い，さらなる高機

能化，性能向上，利便性の追求を行

っていく．
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